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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カンナビノイド受容体CB1およびCB2に作用する主要なエンドカンナビノイド脂質伝達物質である2-アラキドノイルグリセロール（2-AG）の加水分解を触媒する酵素をコードしています。エンドカンナビノイドシステムは、神経伝達、気分、食欲、疼痛知覚、依存行動、炎症など、幅広い生理学的プロセスに関与しています。この遺伝子の変異は、エンドカンナビノイド代謝の先天異常に起因する神経変性疾患、PHARC（多発神経障害、難聴、運動失調、網膜色素変性症、白内障）と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2011年1月],触媒活性：長鎖脂肪酸のグリセロールモノエステルを加水分解する。,機能：2-アラキドノイルグリセロール加水分解酵素活性を有する（類似性に基づく）。エンドカンナビノイドシグナル伝達経路の調節因子となる可能性がある。,PTM：グリコシル化されている。,類似性：セリンエステラーゼファミリーに属する。,
	研究分野
	-
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	ABHD12抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ABHD12ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト卵巣の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

